
▍要⽀援から事業対象者への移⾏に係る留意事項

 要支援で訪問・通所型サービスのみ利用している場合は、更新認

定申請に代えて基本チェックリストを実施し、「事業対象者」と

なることでサービス継続が可能。

 更新認定申請し、認定期間満了日後に「非該当」となった場合は、

認定期間満了日の翌日から基本チェックリスト実施日前日まで、

利用資格の空白期間が生じる可能性がある（空白期間中のサービス利用は、

全額自己負担となる可能性があります）。

補足
資料

要支援 事業対象者

利用サービス
訪問・通所型サービスのみ

認定有効期間終了↓ ↓基本チェックリスト実施

空白期間

資料１ 追加分



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページはブランク（空白）です。 



⼋⼾消防本部とconnect８の連携について

⼋⼾地域広域市町村圏事務組合消防本部
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日本の救急医療を取り巻く現状
•救急車を利用する高齢者の数は年々増加

•令和７年の救急搬送人員のうち
高齢者（全国平均）63.1%

高齢者（⼋⼾消防）68.9％
※65歳以上を高齢者としている
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地域医療構想（厚生労働省）

地域医療構想とは？
高齢化や人口減少などの社会の変化を踏まえ
て、地域医療の将来像を示すもの
（２０４０年を見据えた構想案）
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特に増加すると見られるのは
• 2040年には65歳以上の高齢者は3928万人にのぼると推計

•このうち介護が必要になる人が多い85歳以上の高齢者は1006万人
と、2025年と比べて42％増加する見通し

•こうした状況で特に増加すると見られるのが、
「高齢者の救急搬送」と「在宅医療」です。

地域の救急体制の整備が必要
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多職種の連携が必要

「在宅医療」
「救急医療の強化」
「介護施設との連携」
などがますます求められる。

「消防機関と介護・福祉・保健機関の連携体制の実態調査と課題の抽出」から引用 6
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救急隊が簡便に閲覧できるように

病院交渉時に必要な事項
が一目で把握

救急隊の観察処置に必
要な情報が一目で把握
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各シートから必要な情報を閲覧
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シートからACP情報を閲覧
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救急隊から救急搬送されたことを
お知らせします
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閲覧後は事務局に報告
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事務局で閲覧チェックすることで管理
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奏功事例について
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救急隊からの投稿

•該当者ありました。
• 4月〇日 ○○○○さん ○○病院搬送しました。
•家族情報欄にキーパーソンの情報があり、さらにその方が精神疾
患を患っていることまで知ることができ、スムーズな活動に繋が
りました。

•また、傷病者の血圧を測定したところ低かったため、普段の数値
を知りたくなった矢先、メルタス画面で知ることができました。

•もっと多くの利用者が増えることを期待します。

スムーズな
活動に繋がり
ました
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ケアマネジャーさんは困っています
•一人暮らしで家族情報がわからない・・・
•病院からは家族と連絡がとれないと受け入れてもらえない・・・

ケアマネさん
に連絡しよう

救急対応は本来業務外
サービスで対応している現状

こまったなあ・・・
救急対応は本来業務外
なんだけど・・・
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救急隊が簡便に閲覧できるように

病院交渉時に必要な事項
が一目で把握

救急隊の観察処置に必
要な情報が一目で把握
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ケアマネジャーさんの負担軽減につながる
connect８を活用することで

家族の連絡先
かかりつけ医などの連絡先を把握

負担軽減になる！

スムーズな
活動に繋がり
ます
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コネクト８に加入お願いします
ICTツールを活用することで、スムーズに
適切な医療機関へ搬送することを目指します。
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皆様へのお願い
119番通報時や到着した救急隊に「connect８」を
利用していることを伝えて下さい。

スムーズな連携に繋がります！

「マイナ救急」は一般の方
「connect８」はケアマネージャーが連携

している方
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